
� はじめに

わが国では１９６９年からエンカウンター・

グループの実践が行われるようになり、そ

の後、プロセス（野島，１９８２a、申，１９８６、

林，１９９５など）、ファシリテーション（安

部，１９８４、中田，１９９３、野島，２０００など）、

アウトカム（鎌田，２００１、坂中・田中，

２００１、野島・村山，１９７５など）等について

の研究論文は盛んに発表されるようになっ

た。しかし、オーガナイザー、オーガナイ

ゼーションについての研究論文はとても少

ない。論文のタイトルにオーガナイザーあ

るいはオーガナイゼーションと記載されて

いるのは、村山（１９７９）、岩村（１９９９）の

みである。

筆者は１９７０年以来、エンカウンター・グ

ループの実践と研究に携わってきた。その

なかで、オーガナイザーも数多く経験して

きた。ただ、それについて正面から取り上

げて論じてこなかったので、本稿で改めて

�エンカウンター・グループ・ワークショ
ップにおけるオーガナイザーの位置づけ、

�筆者のオーガナイザー経験、�オーガナ
イザーの役割、�オーガナイザーにとって
大事なことについて論じたい。

� エンカウンター・グループ・ワークシ

ョップにおけるオーガナイザーの位置づ

け

野島（１９８２b）のエンカウンター・グ

ループ構成論では、スタッフの種類は、次

の４つである。

� オーガナイザー

� 事務局

事務局は、オーガナイザーとともに、

ワークショップ全般の仕事を引き受けるの

であるが、特に事務的・実務的な面で動く

ことになる。準備段階では、ワークショッ

プ案内の各方面への配布、参加申し込み者

の受付（申し込み金の受付）、参加申し込

み者へのワークショップ開催要項（スケジ

ュール、持参品、交通案内、服装等の詳し

い情報の連絡）の発送、会場への最終的人

数の連絡、ワークショップ中に必要な物の

収集と買出しおよび運搬等がある。また、

かなり多額のお金を扱う会計の仕事も重要

な任務である。それにワークショップ期間

中は、グループ・セッション、コンパ、自

由時間のための食料品や、参加者から依頼

された品物の買出し等もある。

� ファシリテーター

� リサーチ・マネージャー

そのワークショップでリサーチが行なわ

れる場合には、リサーチ・マネージャーが
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必要になる。リサーチ・マネージャーは、

ワークショップ前には、リサーチ・デザイ

ンを立て、他のスタッフ（特にファシリ

テーター）にリサーチ計画の説明をし、実

施への承認を求め、必要なリサーチ用具を

準備する。ワークショップ期間中は、先ず

参加メンバーに対してリサーチへの協力を

求め、承認が得られれば、計画にもとづい

て実施する。ワークショップ後は、フォ

ローアップ・リサーチを実施する。そして

全データを分析し、結果をまとめる。それ

から他のスタッフや参加メンバーに対して

結果のフィードバックを行なう。また必要

事項を記録するとともに、データ、記録を

後で必要な時に見直せるように、きちんと

整理してファイルに保存する。

そして全スタッフが、ワークショップ

前、ワークショップ期間中、ワークショッ

プ後にスタッフ・ミーティングを開いて、

運営を行う。このような構造からすれば、

オーガナイザーは欠くことができない重要

な存在である。

また野島（１９８２b）は、オーガナイザー

をやる人は、それまでにエンカウンター・

グループで、メンパー、ファシリテー

ター、事務局等を豊富に経験していること

が必要で、また、個人カウンセリングがで

きることも必要であると述べている。

� 筆者のオーガナイザー経験

筆者のオーガナイザー経験をふりかえる

といくつかのタイプに分けられる。

（１）単独オーガナイザー

エンカウンター・グループ（スモール・

グループ）のファシリテーターは別にい

て、筆者は単独でオーガナイザーの役割だ

けを果たす。

例＝筆者は長年、「大学院におけるエン

カウンター・グループ・ファシリテーター

養成プログラム」（野島，２０１３）を実践し

てきたが、そのなかで「エンカウンター・

グループ in 九大（２日間、通い）」、「イン

ターカレッジ・エンカウンター・グループ

（３日間、通い）」では、筆者が単独オー

ガナイザーとなり、３～４グループのファ

シリテーターをペアの院生に担当してもら

った。

（２）複数オーガナイザー

エンカウンター・グループ（スモール・

グループ）のファシリテーターは別にい

て、筆者は別のオーガナイザーと一緒に複

数でオーガナイザーの役割だけを果たす。

例＝筆者（オーガナイザーのみ）ともう

一人（オーガナイザー兼事務局）がオーガ

ナイザーとなり、２グループ同時進行の一

般公募のワークショップを担当した。

（３）単独オーガナイザー兼ファシリテー

ター

エンカウンター・グループ（スモール・

グループ）のファシリテーターは別にもい

るが、筆者もファシリテーターの役割を務

めながら、単独でオーガナイザーの役割も

果たす。

例＝前述の「大学院におけるエンカウン

ター・グループ・ファシリテーター養成プ

ログラム」の１つである「外部（看護学

校）のエンカウンター・グループ（４日

間、宿泊）」では、筆者が単独オーガナイ

ザーとなり、４グループ同時進行で、１つ

のグループのファシリテーターも務めた。

（４）単独オーガナイザー兼事務局

エンカウンター・グループ（スモール・
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グループ）のファシリテーターは別にい

て、筆者は単独でオーガナイザーの役割を

果たしながら、事務局の役割も務める。

例＝１グループ編成で、筆者が単独オー

ガナイザー兼事務局の役割を務めた。

� オーガナイザーの役割

筆者がオーガナイザーを担当する時、ど

のような役割をとっているかを３つの場面

に分けて述べよう。

（１）ワークショップ前

�ワークショップの基本コンセプト（目
的、スタッフ、グループ編成、場面設定）

を考える

�予算案を作成する。
�スタッフ・ミーティングを開催し、打
合せを行う。

�開催要綱（ご案内）を作成し、広報を
行う。（例：末尾の付録参照）

（２）ワークショップ期間中

�ワークショップ開始前のスタッフ・
ミーティングを開催し、打合せ（グループ

分け、スケジュール等）を行う。

�ワークショップ冒頭でのオリエンテー
ション（主催者としてのご挨拶、スタッフ

の自己紹介、メンバーの自己紹介、グルー

プ分けの発表、スケジュールの発表等）を

行う。

�グループのセッション中は一定の場所
にいて、メンバーがグループから抜けてき

た時の相手をする。

�セッションとセッションの合間も一定
の場所にいて、メンバーやファシリテー

ターがやってきた場合の相手をする。

�１日に１回程度、スタッフ・ミーティ
ングを開催し、ファシリテーター、事務局

から進行状況について報告を受け、サポー

トする。

●「大学院におけるエンカウンター・

グループ・ファシリテーター養成プ

ログラム」での特別対応

「大学院におけるエンカウンター・

グループ・ファシリテーター養成プロ

グラム」は教員による院生教育という

特徴があるため、次のような特別対応

が行われる。毎セッション後に、各グ

ループのファシリテーターはグループ

状況をオーガナイザーに報告し、オー

ガナイザーは個人とグループの理解と

関わり方についてサポーティブにコメ

ントする。

�ワークショップ終了時のクロージング
（スタッフからの最後のご挨拶、メンバー

の感想の発言、守秘義務の再確認、ワーク

ショップ直後は意識状態が普通と違うので

家に帰り着くまでは気をつけることが必要

との注意喚起等）を行う。

（３）ワークショップ後

�スタッフ・ミーティングを開催し、反
省会を行う。

●「大学院におけるエンカウンター・

グループ・ファシリテーター養成プ

ログラム」での特別対応

院生が担当した全グループについ

て、１グループごとに約１時間半をか

けてカンファレンスを行い、グループ

体験を詳細に検討する。

�フォローアップ・アンケートを実施す
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ることがある。

�気になる人のアフターケアーをするこ
ともある。

� オーガナイザーにとって大事なこと

オーガナイザーは、３つの場面（ワーク

ショップ前・期間中・後）で多様な役割を

とるのであるが、それらの役割の根底にあ

る大事なことは何であろうか。筆者は一口

で言えば、「ワークショップに来ている人

が安心・安定してその場におれるように下

支えすること」であると考える。具体的に

は次のようなことである。

（１）ファシリテーターに対して

エンカウンター・グループではファシリ

テーターが安定してグループにコミットす

ることが必要であるが、ファシリテーター

は時には不安になったり不安定になったり

することがある。そのような時に、オーガ

ナイザーはファシリテーターの話にしっか

り耳を傾け、メンバーとグループについて

の理解と関わり方について、サポーティブ

にコメントすることが大事である。

（２）メンバーに対して

エンカウンター・グループ体験はかなり

インパクトがあるので、メンバーも時に不

安になったり不安定になることがある。そ

のような時にオーガナイザーはそのメン

バーに寄り添い、しっかり話を聞いてサ

ポートすることが大事である。そして安心

して自分のグループに入ることができるよ

うにする。

（３）事務局に対して

事務局は縁の下でワークショップ全体に

気配り・目配りをし、主に生活上の快適さ

の確保をするともにメンバーの心理的快適

さの確保にも注力する。その事務局が気持

ちよく動けるようにするためには、オーガ

ナイザーは折にふれて労いと感謝の表現を

することが大事である。
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